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田中作次RI会長エレクトの受託講演(New Orleans 国際協議会2011) 
 

Since I joined Rotary, I have embraced every new challenge of Rotary service. To me, challenge is a very important word. It inspires us. It also 
helps us to be and to do our best. It allows us to bring out our fullest potential.”Tanaka encouraged Rotarians to help Rotary reach its potential 
by finishing the job of polio eradication and using the organization‘s strengths to enhance its ability to “do good in the world.” We need to stop 
talking about this. Instead, why don't we just do it!”  

2012-13年度には、地区内のクラブにおいて「クラブのサポートと強化」「人道的奉仕の重点化と増加」「公
共イメージと認知度の向上」という、RI戦略計画の３優先項目に、一層の力を注いでいただくよう，お願いし
たい。 

田中作次RI会長                                   

RI戦略計画の３優先項目 



2012-13年度の目標 

田中作次RI会長のﾃｰﾏ 

“Peace through Service” 

奉仕を通して平和を 

高島凱夫ｶﾞﾊﾞﾅｰの地区ｽﾛｰｶﾞﾝ 

育もう未来の力を 

～飛躍～ 



     RIの使命 

RIの使命 

私たちは、他人に奉仕し、高潔性を推進し、事業と専門職務およ
び地域社会のリーダーの間の親睦を通じて世界理解、親善、平和
を推進する。 

RI 2010～13年度 戦略計画 

標語：超我の奉仕 

1. クラブのサポートと強化 

2. 人道的奉仕の重点化と増加(ポリオを含む) 

3. 公共イメージと認知度の向上 

中核となる価値観 

• 奉仕 

• 親睦 

• 多様性 

• 高潔性 

• リーダーシップ 



財団 2010～13年度 未来の夢計画 

1. ポリオの撲滅 

2. 全てのプログラムと運営の簡素化 

3. プログラムの成果も内容も未来の夢計画に沿ったものにする 

4. 地区レベル、クラブレベルにおいてロータリー財団へより一層参加し、
ロータリー財団を自分達の財団と自覚する 

5. プログラムの目標達成のための十分な資金と人材の提供 

6. 未来の夢計画を支える効果的な方策の開発 

財団の使命 

ロータリアンが健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を
救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるように
すること。 

財団の使命 

標語：世界でよいことをしよう 



 
ウィルフリッド J. ウィルキンソン  
トレントンロータリークラブ （カナダ） 
2012-13年度ロータリー財団管理委員長 
2007-08年度ＲＩ会長（Rotary Shares—ロータリーは分かちあいの心） 
 

2012～2013年度 
財 団 目 標 は ５ つ 

１．ポリオ撲滅 
２. 未来の夢計画の準備  
３．財団の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと人道 
  的ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの参加を通じ 
  て、世界に平和を育む 
４. 全ロータリアンにロータリ 
  ー財団への寄付を奨励 
５. 財団の資金を守る 



END POLIO NOW 
    今こそポリオ撲滅のとき 



ポリオに関する統計 

国・地域2012年の発症件数 
 

ナイジェリア    70 
パキスタン     29 
アフガニスタン  17 
インド         0 
チャド         5 
全世界合計    121 
 

（2012年8月15日の時点における数字／
世界保健機関） 
 
 



 
ポリオの状況 －2012年8月15日現在 

 

2012年8月15日まで 2011年8月16日まで 2011年合計 

 全世界 121 325 650 

 常在国                                                                 
（endemic） 116 105 341 

 非常在国                            
（non-endemic） 5 220 309 

野生型ポリオウイルス（WPV）症例数 



 未来の夢計画の目標 



補助金構成 

地区補助金 
 

グローバル 
補助金 

パッケージ 

グラント  

★ 



シェア・システム 

DDF 50％ 
地区財団 
活動資金 

 

10-11年度 
年次基金 
（APF-Share） 

＋ 
恒久基金収益 
（PF-Share） 

 

2013-14プログラム年度 

WF 50％ 
国際財団 
活動資金 



グローバル補助金 

DDFの使途（2013～） 

2014-15 
DDF 未使用分は 

次年度へ繰越 

2012-13 
DDF 

2013-14 
DDF 

寄贈 
- ポリオ・プラス 

- ロータリー平和センター 

- WF 

- 災害復興基金 

- 他地区 

DDFの50％ 

が上限 

 

地区 

補助金 

 

グローバル補助金 グローバル補助金 

World Fund 
国際財団活動資金 

クラブ･地区 
からの現金 

未使用分は 

次年度へ繰越 



RI第2660地区ロータリー財団部門 委員会編成（案） 
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{ 
 地区補助金 

       （DG) 

              Future Vision はクラブの奉仕力を高める 

地区内クラブの年次基金 
   年次基金 
          恒久基金の増加分 

50%  50％ 

 国際財団活動資金(WF)  

   グローバル補助金 
           (GG)  

•地区の裁量の奉仕費 
•クラブ（地区補助金） 
•重点分野以外の人道・教育 
•国際・国内奨学生 
•少額MG、災害援助 
•新しいニーズ 

平和と紛争予防／紛争解決 
疾病予防と治療 
水と衛生 
母子の健康 
基本的教育と識字率向上 
経済と地域社会の発 展 

重点分野を専攻する奨
学生、 
重点分野に関わる仕事
に就く職業研修チーム
の派遣、 
外国のクラブや地区と協
同で実施する大規模な
人道的プロジェクト 

重点分野を専門とす
る団体との長期的な
協同関係の下で実施
されるプロジェクト 

25% 25% 
 

  地区財団活動資金(DDF) 

Max25%   

マッチング 
社会奉仕
の充実 

国際奉仕
の充実 

パッケージ・グラント 
       (PG) 

25% 



 Future Vision を理解するキーワード  

ロータリー財団（TRF）は会員のものである。 

財団の資金は会員の公金である。 

補助金管理は会員自身が責任を持って遂行する。 

地区はクラブの補助金の使用と管理の最終責任者である。 

クラブは補助金を財団の方針どおり正しく使う責任を負う。 



            寄付金推進 

 ロータリー財団寄付金は我々のものである。 
 

 寄付は自クラブの活動基盤を助ける直接的
な支援である。 

 
 新しいクラブ管理・運営は 変化に気付く事か
ら始まる。 
 

 



公共イメージ
の向上 

寄付の増加 

より包括的な
世界的 

アプローチ 

会員とクラブの 

基盤の拡大 

より良い 

プロジェクト 

より大きな影響 

活発なクラブ 



 Doing good in the world 
 


